

































1　　年 2　　　年 3　　年 4　　　年 5年以上学　　　　年
30．1 24．6 22．9 18．0 4．3
18歳 19歳 20歳 21歳 22歳　　23歳24歳25歳以上年　　　　　齢




自　　営 現場の仕事運輸・通信 事　　務 経営・管理 専門的職業その他 DK・NA家　庭　職　業
24．4 2．0 1．6 14．8 38．5 12．9　　　　2．8 2．8
家　庭　年　収
～150万 ～250万 ～350万 ～450万 ～600万 ～800万 800万～DK・NA
1．2 L2 2．7 5．2 11．4 16．6 27．8 33．9
朝　　日 読　　売　毎　　日 サンケイ 日本経済　東　　京 その他　N　　A・家庭購読紙























自　民　党 14．4 18．8 18．8 13．5
社　会　党 3．2 2．2 2．4 4．5
公　明　党 14．0 12．7 16．618．0
民　社　党 0．9 2．2 2．4 4．5
共　産　党 26．6 38．1 26．6 25．6
社　民　連 0．9 0．0 0．6 1．5
そ　の　他 1．4 1．1 0．6 0．0
な　　　　し 36．5 24．9 29．630．1
N　　　　　A 2．3 0．0 2．4 2．3





























































































































































































































































両親の支持政党 本 人　の 政治　志
?
パ　タ　ー　ン 保守系 中道系 革新系 なし・NA
保　守一保　守 60．6 8．9 9．4 21．1
保　守一不　明 42．5 13．8 17．2 26．4
中　道一中　道 9．1 54．5 0．0 36．4
中　道一不　明 11．1 27．8 22．2 38．9
革　新一革新 20．0 14．3 42．9 22．9
革　新一不　明 30．0 16．7 33．3 20．0
保　守一革新 45．0 5．0 30．0 20．0

























ひじ’ように強い ．65．2 21．7 13．0
あ　　る　程　　度 ∫52．0 28．3 19．7
少　　　　　　し ：32．1 30．2 37．7







































































自　　　　　　　営 25．928．118．624．2 150万未満 1．7 3．1 1．8 0．0
現　場　の　仕　事 3．3 0．0 2．7 1．4 ～250万 0．8 5．2 0．0 0．7
運　　輸・通　　信 0．8 4．2 0．9 1．8 ～350万 2．1 2．1 2．7 3．5
事　　　　　　　務 11．317．7 9．7 18．6 ～450万 3．8 6．3 10．6 3．9
経　　営・管　　理 42．738．543．433．3 ～600万 9．6 8．3 12．413．7
専　門　的　職　業 10．0 6．3 20．414．4 ～800万 20．525．015．010．9
そ　　　の　　　他 3．3 2．1 3．5 2．5 800万以上 35．1 27．127．422．5








翻啓攣 保守系 中道系 革新系 なし・NA
朝　　　　　日 25．1 14．8 18．8 41．2
動　　　　　　　　　　　　士c巴　　　　　　　冗 38．0 11．7 9．9 40．4
毎　　　　　日 33．3 11．1 14．8 40．7
サ　　ン　ケ　イ 50．0 12．5 12．5 25．0















































































































民間企業 マスコミ 教　　員 公務員 自営業 自由業 その他 考えてない　　　、ｭ治志向＼
保　　守　　系 36．6 28．3 20．0 48．8 31．4 27．0 28．6 16．9
中　　道　　系 13．9 9．4 20．0 17．1 17．1 9．5 14．3 12．0
革　　新　　系 12．6 21．7 ・　20，0 17．1 2．9 28．6 14．3 14．5






















?]進路　、＼＼ 1年 2年 3年 4年
民　間　企　業 56．7 42．9 民　間　企　業 43．7 49．7 55．0 68．4
マ　　ス　　コ　　ミ 12．8 17．1 マ　　ス　　コ　　ミ 12．6 17．1 14．2 14．3
教　　　　　員 1．1 0．0 教　　　　　師 0．9 1．1 0．6 0．0
公　　務　　員 7．2 2．9 公　　務　　員 7．7 6．1 4．1 2．3
自　　営　　業 5．0 0．0 自　　営　　業 6．8 3．9 2．4 4．5
自　　由　　業 8．9 22．9 自　　由　　業 8．1 7．2 10．1 5．3
そ　　の　　他 2．2 2．9 そ　　の　　他 4．1 1．1 1．8 0．0
考えてない ’　　5．6 11．4 考えてない 14．9 12．7 11．83．8



































保　　守　　系 23．7 38．9 38．7 42．9
中 ’道 系 10．3 20．0 17．2 9．9
革　　新　　系 13．4 15．6 8．6 13．2






保　　守　　系 39．7 41．4 17．6 1．3
中　　道　　系 25．0 雫　　55。2 19．8 0．0
革　　新　　系 25．7 49．6 24．8 0．0
な　　　　　　し 32．3 48．1 19．3 0．4










巨　　人 阪　　神 中貝、ヤク 西　　武 近鉄、日本ハ なし、NA
政治志向 ルト ム、　ロッテ
保　　守　　系 5L9 10．9 18．0 6．3 2．9 10．0
中　　道　　系 40．6 14．6 18．8 11．5 3．1 11．5
革　　新　　系 33．6 14．2 14．2 11．5 13．3 13．3
な　　　　　　し 41．4 13．7 16．8 9．8 4．9 13．3
5．3 12．2
計








































































計 100．0 100．0 100．0
母親、父母）を挙げた者の割合は、保守系の志
向をもつ者に多いことがわかる。影響源として
親を挙げた者は保守系で32．2％存在しているの
に対して、中道系で15．6％、革新系で17．7％に
とどまる。これは、先ほど表ll－7で示したよ
うに、親が保守政党支持の場合のほうが革新政
党支持の場合よりも親子間一致率が高いという
事実とも符合する。また、先に父親と母親の政
党支持が不一致の場合には、母親と一致する者
のほうが多いことを報告したが、主観的な影響
源についてみると、母親に最も影響を受けたと
する者はひじように少ない。ここで検討しているのは、あくまで本人が主観的に考えた影響源であっ
て、必ずしも実態を正確に表しているとはいえないことを留意すべきである。
　学校の先生や友人を挙げた者の割合は、革新系や中道系の志向をもつ者のほうが保守系の志向をも
つ者よりも多い。特に、保守系の志向をもつ学生のなかに、友人を挙げた者が極めて少ない（2．9％）。
また、「マスコミに出てくる評論家・学者」を挙げた者が、中道系で24％存在し、保守系や革新系に
比してその割合が多くなっている。
　学年別に主観的影響源を検討したところ、学年差はほとんどみられなかった。例えぽ、親やきよう
だいといった家族の影響をあげた者の割合は、1年生で29．5％、2年生で25．0％、3年生で28．6％、
4年生で27．3％となっており、ほとんど差はみられなかった。つまり主観的影響源からみて、学年の
上昇に伴って家族の影響力が低下する傾向はみられないのである。いくらか学年差がみられたのは、
「マスコミに出てくる評論家・学者」と答えた者の割合が1年生よりも2年生以上でより多くなって
いることであった（1年一11．5％、2年一20．0％、3年一16．3％、4年一21．6％）。
III　む　　す　　び
　本稿では、早稲田大学商学部学生に対して実施した調査の結果をもとに、彼らにおける政党支持態
度の発達過程について考察してきた。調査結果でみられた諸事実から引き出された結論のうち主だっ
たものをここでもう一度整理してみよう。
　1．大学入学当初の段階では、支持政党をもつ者は3割程度しかおらず、まだ少ないが、政治志向
　　をもつ者や拒否政党をもつ者は、既に6割前後存在している。その後における支持政党の形成
　　は、拒否政党や政治志向といったあらかじめもっている政党選択の枠組のなかで形成されていく
　　と考えられる。
　2．政治志向と支持政党の分布は、学年が上になるにつれてより保守的になる傾向がみられるが、
　　拒否政党の分布はほとんど学年差がみられない。つまり、拒否政党は大学入学前に既に確立され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一88一
ている。
3．学生の政治志向の形成に及ぼす親の影響力は大きい。親の政治関心度が高いと子供に認められ
　ている場合には、親の影響は特に強い。また、学年の上昇によって親の影響力が低下する傾向は
　みられない。
　4．希望進路別にみると、民間企業、公務員、自営業を志望している者は保守的であり、マスコ
　　ミ、教師、自由業を志望している者はあまり保守的ではない。また、民間企業志望者は、学年の
　　上昇とともに増大しており、学年の上昇に伴う保守化の一因となっている。
　これらの諸事実のなかでとりわけ重要なものは、政党支持態度の形成過程を論じるには、支持政党
の発達だけではなく、拒否政党や政治志向の発達と合わせて考えなけれぽいけないということであ
る。これは、アメリカやイギリスと違って有力政党の数が多いわが国においてはとくに重要な視点で
あるといえよう。　　　　　　。
　この調査は、あくまで限られた対象に実施したものであり、ここで得られた結論からいきなり一般
的な推論をすることには慎重でなけれぽならない。しかし、この調査結果でみられた諸事実のなかに
は、いくつかの新しい知見も含まれており、日本における政党支持態度の発達過程の解明にいくらか
の貢献をなしうる資料となったと考える。
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